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「ＪＲ連合ビジョン」と
  政策提言の実践を通じて
   ＪＲ産業の持続的成長と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

■　

第
１
回
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

　

ン
」推
進
委
員
会（
７
月
26
日
）

　

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

実
践
を
通
じ
て
組
織
強
化
・
拡

大
を
図
り
、
労
使
関
係
を
強
化

し
て
い
く
た
め
、
特
に
コ
ロ
ナ

下
に
お
け
る
組
織
活
動
の
工
夫

点
な
ど
、
各
単
組
の
取
り
組
み

状
況
や
課
題
認
識
を
共
有
し
、

広
範
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
第
31
回
定
期
大
会
で

採
択
し
た
政
策
提
言
「
将
来
を

見
据
え
た
Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ
り
方

と
私
た
ち
の
働
き
方
」
に
も
触

れ
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
変

化
に
対
応
し
て
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持

続
的
成
長
を
実
現
す
る
と
い
う

観
点
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

情
報
・
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

■　

第
１
回
30
周
年
事
業
企
画

　

委
員
会　
　

 

（
７
月
26
日
）

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
来
年
５
月
結
成

30
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
記
念
行
事
等
を
検
討
す
る
場

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
７
月
26
日
よ
り
各
地
で
各
種
委
員
会
や
会
議
を
開
催
し
、
第
31
回
定

期
大
会
で
掲
げ
た
運
動
方
針
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
、
感
染
防

止
措
置
を
徹
底
、
さ
ら
に
は
リ
モ
ー
ト
参
画
を
併
用
す
る
形
で
会
議
運
営
を
行
っ
た
。

と
し
て
、
「
30
周
年
事
業
企
画

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
具

体
的
な
企
画
と
し
て
、
①
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
②
記

念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
開
催
、
③

記
念
誌
の
作
成
に
つ
い
て
提
起

し
、
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　

本
委
員
会
は
継
続
的
に
開
催

し
、
次
回
以
降
は
よ
り
詳
細
な

討
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

■　

第
１
回
安
全
対
策
委
員
会

（
８
月
５
日
）

　
昨
年
度
発
生
し
た
重
大
事
故
・

労
災
の
発
生
状
況
や
原
因
等
に

つ
い
て
共
有
し
、
各
単
組
に
お

け
る
事
故
・
労
災
防
止
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
各
社
が
経
営
危
機
下

で
業
務
効
率
化
を
進
め
る
中
、

経
営
と
安
全
を
ト
レ
ー
ド
オ
フ

の
関
係
と
し
な
い
よ
う
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
し
、
提
言
を
行
っ

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

■　

第
１
回
労
働
政
策
委
員
会

（
８
月
６
日
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
産

業
は
経
営
危
機
に
陥
り
、
こ
の

産
業
で
働
く
こ
と
に
対
す
る「
安

心
」
が
崩
れ
て
い
る
中
、
新
た

な
政
策
提
言
を
踏
ま
え
た
労
働

条
件
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
て
、
協
約
改
訂

交
渉
や
２
０
２
２
春
季
生
活
闘

争
に
臨
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
「
第
28
回
賃
金
実
態
調

査
」
の
実
施
に
向
け
、
調
査
項

目
の
精
査
や
調
査
方
法
の
確
認

を
行
っ
た
。

■　

第
１
回
組
織
担
当
者
会
議

（
８
月
６
日
）

　

組
織
強
化
に
向
け
て
、
コ
ロ

ナ
下
に
お
け
る
世
話
役
活
動
の

工
夫
点
に
つ
い
て
、
各
担
当
者

間
で
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
他
労
組
組
合

員
や
未
加
入
者
、
新
規
採
用
者

に
対
す
る
組
織
拡
大
、
組
合
未

組
織
の
会
社
に
お
け
る
組
織
化

に
つ
い
て
課
題
認
識
を
共
有
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

■　

第
１
回
産
業
政
策
委
員
会

（
８
月
10
日
）

　

サ
ー
ビ
ス
連
合
・
航
空
連
合

と
の
共
同
行
動
や
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・

貨
物
Ｐ
Ｔ
の
取
り
組
み
な
ど
、

こ
の
間
の
経
過
に
つ
い
て
共
有

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
産

業
の
持
続
的
発
展
を
強
く
意
識

し
、
回
復
に
向
け
た
需
要
創
出

の
取
り
組
み
、
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
関
す
る
具
体
的
な

政
策
提
言
（
Ｊ
Ｒ
版
上
下
分
離

方
式
含
む
）
を
策
定
す
る
取
り

組
み
等
を
提
起
し
、
意
思
統
一

を
図
っ
た
。

■　

第
１
回
男
女
平
等
参
画
推

　

進
委
員
会　

 

（
８
月
25
日
）

　

政
府
が
取
り
ま
と
め
た
「
女

交
運
労
協
２
０
２
２
年
度
予
算
概
算
要
求
要
請
行
動

 

移
動
への
不
安
感
払
拭
を

住野議長より寺田審議官に要請書を手交

性
活
躍
の
現
状
と
課
題
」

や
連
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
・
多
様
性
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み
、
各

単
組
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
共
有
し
た
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
連
合
第
３
次

男
女
平
等
参
画
行
動
計

画
に
基
づ
く
取
り
組
み

経
過
と
課
題
を
振
り
返

り
、
「
第
４
次
行
動
計

画
」
の
策
定
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
■　

教
育
・
広
報
担
当
者
会
議

（
８
月
25
日
）

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
青
年
・

女
性
役
員
研
修
会
に
お
け
る
教

育
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
、各
単
組
の
教
育
活
動
や
工

夫
点
等
に
つ
い
て
情
報
共
有
を

図
っ
た
。
ま
た
、
広
報
に
つ
い

て
は
、機
関
紙
「
Ｊ
Ｒ
連
合
」

の
連
載
記
事
や
、
機
関
誌「
て

る
み
に
」の
発
刊
計
画
を
協
議

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
い
て
議

論
を
展
開
し
た
。

に
向
け
た
諸
課
題
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

経
営
自
立
に
向
け
た
諸
課
題
な

ど
、
政
策
に
関
す
る
課
題
の
説

明
を
行
っ
た
。
ま
た
、
相
良
夏

樹
組
織
部
長
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
労
働

界
の
現
状
な
ど
組
織
に
関
す
る

課
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
理
解

を
求
め
た
。

　

最
後
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
、

国
会
議
員
の
選
出
エ
リ
ア
ご
と

に
各
単
組
で
分
か
れ
て
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
回
は

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
で
き
な

い
た
め
、
全
体
で
の
質
疑
応
答

を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
Ｊ
Ｒ

各
社
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
職
域

接
種
状
況
や
感
染
対
策
状
況
、

鉄
道
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
等
に

つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
産
業
の
課
題
解
決
に
向
け
て

理
解
あ
る
国
会
議
員
・
秘
書
と

の
連
携
を
強
化
し
、
産
業
の
持

続
的
発
展
に
向
け
て
戦
略
的
に

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。

け
る
諸
課
題
や
持
続
可
能
な
交

通
体
系
の
確
立
と
維
持
・
発
展

　

そ
の
後
、
森
安
祐
貴
交
通
政

策
部
長
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

空
連
合
と
と
も

に
合
同
で
の
要

請
行
動
を
展
開

し
て
き
た
こ
と

を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
特
に
今

後
、
公
共
交
通

に
対
す
る
忌
避

感
の
払
拭
や
需

要
回
復
に
向
け

た
政
策
の
実
現

に
向
け
て
は
、

さ
ら
な
る
連
携
・

協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
と
訴
え

た
。

抑
制
さ
れ
続
け
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は

発
足
以
来
の
深
刻
な
経
営
状
況

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
そ
の
う
え
で
、
Ｊ
Ｒ
連
合

と
し
て
は
、
連
合
と
連
携
を
図
っ

て
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
な
ど

雇
用
に
関
す
る
支
援
拡
充
を
実

現
し
て
き
た
こ
と
や
、
議
員
フ
ォ
ー

ラ
ム
所
属
議
員
・
秘
書
の
協
力

の
も
と
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
・
航

続
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
後
も
政
策
活

動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
引
き

続
き
働
く
仲
間
の
雇
用
と
生
活

を
守
る
政
策
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

催
し
た
。

　

冒
頭
、
荻
山
市
朗
会
長
が
代

表
し
て
挨
拶
を
行
い
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
に
よ
っ
て
人
流
は

グ
が
実
施
さ
れ
、
労
働
政
策
審
議

会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で

今
回
の
支
援
拡
充
に
繋
が
っ
た
。

　

ま
た
、
同
省
は
８
月
17
日
、

雇
用
調
整
助
成
金
に
つ
い
て
、

９
月
末
ま
で
と
し
て
い
る
現
在

の
特
例
措
置
を
11
月
末
ま
で
継

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
８
月
10
日
、
Ｊ

Ｒ
連
合
「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考

え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
所
属

の
国
会
議
員
秘
書
と
の
勉
強
会

を
、
コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
に
鑑
み
、

い
て
こ
の
実
現
を
求
め
た
。
直

ち
に
連
合
・
神
津
里
季
生
会
長
が

加
藤
勝
信
官
房
長
官
に
要
望
を
伝

え
、
厚
労
省
内
で
具
体
的
に
検
討

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ

連
合
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
産
別

に
対
し
、
同
省
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
28
日
、

８
月
１
日
よ
り
グ
ル
ー
プ
内
出

向
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

出
向
元
・
出
向
先
双
方
の
事
業

者
に
対
し
て
産
業
雇
用
安
定
助

成
金
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
同
制
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
事
業
活
動
の

一
時
的
な
縮
小
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
企
業
の
雇
用
維
持
を
目
的

に
、
グ
ル
ー
プ
外
へ
の
在
籍
型

出
向
を
支
援
す
る
た
め
に
本
年

２
月
に
創
設
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
加
盟
単
組
か

ら
の
グ
ル
ー
プ
内
へ
の
出
向
に

も
適
用
し
て
欲
し
い
と
い
う
要

望
を
受
け
、
本
年
５
月
に
連
合

本
部
と
の
「
総
対
話
行
動
」
に
お

規
模
で
対
応
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
当

面
、
執
行
残
の
予
算
を
交
通

分
野
に
使
え
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
目
先
の

こ
と
だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ｒ
で

も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
地
方
路
線
の
維
持
の
問
題

な
ど
将
来
も
視
野
に
入
れ
た

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

７
月
29
日
、
交
運
労
協
は

国
土
交
通
省
・
厚
生
労
働
省

に
対
し
、
２
０
２
２
年
度
政

府
予
算
概
算
要
求
の
要
請
を

行
っ
た
。
交
運
労
協
か
ら
は
、

住
野
敏
彦
議
長
と
髙
松
伸
幸

事
務
局
長
、
慶
島
譲
治
事
務

局
次
長
、
政
策
委
員
長
で
あ

る
荻
山
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長
の
４
人

が
参
加
し
、
政
策
推
進
議
員

懇
談
会
会
長
の
近
藤
昭
一
衆

議
院
議
員
も
同
席
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
荻
山

政
策
委
員
長
よ
り
「
交
通
運

輸
産
業
で
は
離
職
者
が
増
え

て
お
り
、
魅
力
あ
る
産
業
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
事
業
の

存
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

移
動
に
対
す
る
国
民
の
不
安

感
に
対
し
て
国
を
挙
げ
て
払

拭
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

寺
田
吉
道
公
共
交
通
・
物
流

政
策
審
議
官
は
「
こ
れ
ま
で

交
通
と
い
う

エッ
セ
ン
シ
ャ

ル
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
に
向

け
て
通
常
予

算
プ
ラ
ス
補

正
予
算
で
対

応
し
て
き
た

が
、
国
交
省

だ
け
の
予
算

で
は
な
く
省

庁
横
断
的
な

コロナ禍により固定費負担が限界に近いことを説明

　上）30周年事業企画委員会
　中）産業政策委員会
　下）男女平等参画推進委員会

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
秘
書
勉
強
会

Ｊ
Ｒ
産
業
の
課
題
を
共
有

持
続
的
発
展
に
向
け
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
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せは、自由にして民主的な運動を展開する貨
物鉄産労だからこそ実現できる。

　ＪＲ貨物で働く仲間が、日貨労を脱退し、
貨物鉄産労へ加入することを決断した。
　ＪＲ貨物の持続的発展と組合員・家族の幸
せは、自由にして民主的な運動を展開する貨
物鉄産労だからこそ実現できる。

難
局
を
乗
り
越
え 

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
を

難
局
を
乗
り
越
え 

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
を

運
動
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一

2021年度活動をスタート2021年度活動をスタート貨物鉄産労へ新たな仲間が加入貨物鉄産労へ新たな仲間が加入

産業雇用安定助成金制度
グループ内出向にも適用拡大
  雇調金の特例措置は

11月末まで継続へ 　

産業雇用安定助成金制度
グループ内出向にも適用拡大
  雇調金の特例措置は

11月末まで継続へ 　
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Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連

合
）
は
７
月
30
日
、
京
都
市
で

第
30
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
感
染
防
止
策
を
徹

底
し
た
上
で
開
催
さ
れ
、
新
年

度
の
活
動
方
針
を
満
場
一
致
で

決
定
し
た
。

　

上
村
良
成
議
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
執

行
委
員
長
）
は
、
こ
の
１
年
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
本
大
会

に
付
託
さ
れ
た
重
要
課
題
と
し

て
、
安
全
確
立
と
事
故
の
教
訓

幹
事
会
が
提
起
し
た
議
案
に
対

し
て
６
人
の
代
議
員
か
ら
、
会

社
再
編
後
の
課
題
、
冬
季
賞
与

へ
の
対
応
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の

要
望
な
ど
職
場
実
態
に
基
づ
く

積
極
的
な
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
長
谷
川

一
明
Ｊ
Ｒ
西
日
本
代
表
取
締
役

社
長
が
駆
け
つ
け
、
「
厳
し
い

経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の
労
使

が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
難

局
は
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
確
信

し
て
い
る
」
と
挨
拶
を
受
け
た
。

　

今
大
会
で
は
、
長
年
副
議
長

を
務
め
た
中
村
真
光
副
議
長

（
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組
）、
金
指
健

一
郎
副
議
長
（
広
成
建
設
労
組
）、

本
田
雅
明
副
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
）
ほ
か
４
人
の
役
員
が
退
任

し
、
新
体
制
が
発
足
し
た
。

強
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
安
全
や

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て
、Ｊ
Ｒ
連
合
方
針
に
基
づ

致
で
確
認
し
た
。
役
員
選
出
で

は
、
大
瀧
議
長
を
は
じ
め
と
す

る
体
制
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
確

認
し
た
。

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

化
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え

た
働
き
方
と
２

０
２
２
春
季
生

活
闘
争
へ
の
対

応
、
労
働
組
合

の
意
義
（
団
結

と
助
け
合
い
）、

衆
議
院
議
員
選

挙
に
つ
い
て
提

起
し
た
。

　

議
事
で
は
、

　
Ｊ
Ｒ
連
合
中
国
地
方
協
議
会

は
、
７
月
21
日
、
広
島
市
に
お

い
て
第
29
回
定
期
総
会
を
開
催

し
、
向
こ
う
１
年
間
の
方
針
を

決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
中
国
地
協
を
代
表
し

て
大
瀧
浩
二
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
岡
山
地
本
執
行
委
員
長
）
が

挨
拶
に
立
ち
、
昨
年
は
や
む
な

く
書
面
開
催
と
し
た
こ
と
に
触

れ
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
開

催
と
な
る
今
総
会
に
お
い
て
、

安
全
の
確
立
、
組
織
の
充
実
・

強
化
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
な

維
持
・
発
展
、
政
治
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
、
各
単
組
で
の
取

り
組
み
を
改
め
て
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
宮
野
勇
馬

企
画
部
長
が
出
席
し
、
同
日
開

催
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
委
員

会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
中

国
メ
ン
テ
ッ
ク
労
働
組
合
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
中
国
交
通
サ
ー
ビ
ス

労
働
組
合
が
新
規
加
盟
組
合
と

し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。
ま
た
、
昨
年
実
施
し
た

署
名
の
成
果
を
も
と
に
、
雇
用

調
整
助
成
金
の
延
長
や
産
業
雇

用
安
定
助
成
金
の
拡
充
に
向
け

て
、各
方
面
へ
の
働
き
か
け
を

く
結
集
を
呼

び
か
け
た
。

　

議
案
と
し

て
、
久
禮
田

和
広
事
務
局

長
（
中
国
Ｊ

Ｒ
バ
ス
地
本

執
行
委
員
長
）

か
ら
活
動
方

針
な
ど
が
一

括
で
提
起
さ

れ
、
満
場
一

ＪＲ西日本連合第30回定期大会

中国地協第29回定期総会

東海地協第30回定期委員会

鉄構労の皆さん（左）とＪＲ連合の内局メンバー（右）がオンラインで繋がり意見交換

　
Ｊ
Ｒ
連
合
東
海
地
方
協
議
会

は
、
７
月
30
日
、
名
古
屋
市
に

お
い
て
第
30
回
定
期
委
員
会
を

開
催
し
、
向
こ
う
１
年
間
の
活

東
海
地
協
第
30
回
定
期
委
員
会

組
織
活
動
と

政
治
・
政
策
活
動
と
の
連
携
強
化

動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
東
海
地
協
を
代
表
し

て
丸
山
知
章
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行
副
委
員
長
）

が
挨
拶
に
立
ち
、
貨
物
鉄
産
労

に
お
け
る
組
織
拡
大
へ
の
激
励

の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
需
要
喚
起
等
の
政
策
活

動
の
充
実
化
、
次
期
衆
議
院
議

員
選
挙
必
勝
に
向
け
て
取
り
組

む
」
と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
大
祐

事
務
局
長
と
相
良
組
織
部
長
が

出
席
の
う
え
、
代
表
し
て
政
所

事
務
局
長
が
挨
拶
し
、
貨
物
鉄

産
労
の
組
織
拡
大
と
産
業
雇
用

安
定
助
成
金
の
支
援
拡
充
、
次

期
総
選
挙
に
触
れ
、
「
組
織
強

化
に
向
け
て
、
組
織
活
動
と
政

治
・
政
策
活
動
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ

が
退
任
し
、
新
た
に
渡
邉
有
造

事
務
局
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
中
央
執
行
委
員
）
が
選
出
さ

れ
た
。

　

最
後
は
、
丸
山
議
長
が
「
全

組
合
員
で
組
織
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
こ
う
」
と
力
強

い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
定
期
委

員
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

た
。

　

そ
の
後
、
入

谷
政
治
事
務
局

長
よ
り
経
過
報

告
及
び
活
動
方

針
の
提
起
が
あ

り
、
執
行
部
答

弁
を
経
て
満
場

一
致
の
承
認
が

な
さ
れ
た
。
役

員
改
選
で
は
、

入
谷
事
務
局
長

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
８
月
18
日
、

鉄
道
運
輸
機
構
労
働
組
合

（
鉄
構
労
）
と
、
整
備
新
幹

線
計
画
の
推
進
等
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
政
策
に
つ
い
て
、

リ
モ
ー
ト
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。

　

鉄
構
労
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の
両

組
織
は
と
も
に
、
広
域
、
高

速
の
移
動
を
担
う
新
幹
線
鉄

道
の
建
設
と
営
業
の
事
業
に

携
わ
る
仲
間
が
集
う
労
働
組

合
で
あ
る
が
、
整
備
新
幹
線

建
設
を
巡
る
環
境
は
年
々
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
情
勢
下
で
、
多
く
の
共
通

課
題
を
抱
え
る
両
組
織
が
、

相
互
に
課
題
認
識
を
持
ち
寄

る
と
と
も
に
想
い
を
語
り
合

い
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

日
本
は
超
少
子
高
齢
化
社

会
に
突
入
し
、
加
え
て
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
社
会
変
容
が
加

速
し
、
移
動
需
要
の
見
通
し

が
極
め
て
不
透
明
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

計
画
推
進
ス
キ
ー
ム
や
建
設

財
源
に
係
る
課
題
、
建
設
工

事
の
最
前
線
の
現
場
に
お
け

る
関
係
者
間
の
連
携
に
ま
つ

わ
る
課
題
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

社
会
情
勢
等
の
変
化
と
と
も

に
労
務
コ
ス
ト
、
資
材
コ
ス
ト

な
ど
が
嵩
み
、
難
工
事
の
影

響
、
早
期
開
業
の
要
請
等
も

相
俟
っ
て
計
画
の
推
進
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
記
憶

に
新
し
い
が
、
開
業
時
期
が
３

年
前
倒
し
さ
れ
た
北
陸
新
幹
線

は
、
結
果
的
に
開
業
が
１
年
程

度
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本

年
６
月
に
発
出
さ
れ
た
「
北

陸
新
幹
線
の
工
程
・
事
業
費
管

理
に
関
す
る
検
証
委
員
会
報
告

書
」
で
は
、
様
々
な
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
も
い
る
。
今
会
合
で

は
、
現
在
建
設
中
の
３
線
３
区

間
や
未
着
工
区
間
、
依
然
と

し
て
基
本
計
画
に
と
ど
ま
る

四
国
新
幹
線
、
さ
ら
に
は
中

央
新
幹
線
等
に
ま
つ
わ
る
課

題
も
含
め
、
意
識
を
す
り
合

わ
せ
た
。

　

厳
し
い
情
勢
下
に
は
あ
る

が
、
新
幹
線
鉄
道
の
社
会
的

な
有
用
性
や
将
来
性
に
鑑
み

れ
ば
、
今
後
も
引
き
続
き
、

あ
ら
ゆ
る
英
知
を
結
集
し
て

社
会
や
政
治
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
地
域
・
社
会
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
く
取
り
組
み

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

両
組
織
は
引
き
続
き
、
そ

の
当
事
者
と
し
て
、
働
く
者

の
立
場
で
連
携
・
協
働
を
強

化
し
、
情
報
交
換
と
政
策
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
九
州
や
北
陸
を
は

じ
め
、
整
備
新
幹
線
建
設
に

関
わ
る
現
地
の
組
合
員
間
の

連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
も

確
認
し
た
。

鉄
構
労
と
意
見
交
換
会

連
携
・
協
働
を
強
化
し

政
策
活
動
に
反
映

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
第
30
回
定
期
大
会

Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

労
使
の
力
で
難
局
に
立
ち
向
か
う

中
国
地
協
第
29
回
定
期
総
会

コ
ロ
ナ
禍
の
逆
風
に
抗
し
て

Ｊ
Ｒ
連
合
に
結
集
を

　東京ステーション開発労働組合は、2015
年に結成し、現在９人で活動しています。
会社は、東京駅から多摩川までの新幹線高
架下等で事業を展開しています。日本の
首都・東京の玄関口に相応しく、わざわざ
改札から出てきて頂ける魅力ある街づくり
をすべく、全社員の想いを、「人と街。そ
の想いをつなげる為に」の企業理念のとお
り、繋いできました。
　昨年は新型コロナウイルスの感染拡大の
影響を受け、「東京駅一番街」開業後初の
全館休業を余儀なくされ、未曽有の事態に

苦しみました。依然感染拡大が続いていま
すが、明けない夜は無いと、今私たちにで
きることを精一杯の想いで立ち向かってい
ます。東京駅八重洲北口の「東京ギフトパ
レット」、帝国ホテル近くの「日比谷グル
メゾン」もオープン。また、「東京駅一番街」
の東京キャラクターストリートのＨＰには
オンラインショップを開設しています。コ
ロナ禍で、なかなかお会いできない大切な
方へのプレゼントに是非ご利用ください。
　今年４月には、２人の新入社員を迎えま
した。フレッシュな２人の将来を明るく、
組合員とその家族の幸せ、会社の将来にわ
たる発展を実現していけるよう、労使がし
っかりと協調し、この難局に取り組んでい
く所存です。今後も東京ステーション開発
労働組合を宜しくお願いします。ともに頑
張りましょう。

東京ステーション開発労働組合

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり


